平成２６年度　第２５回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２７年３月５日（木）午前１０時～１１時５分
	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】

　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　委　　員　　中　原　　　都

　　委　　員　　上　田　博　久

　　【事務局職員】　

　　　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　　長　　　　　有　岡　博　己　　

　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　長　　　　　河　村　　　淳　　

　　　　係　　長　　玉　野　明　子

【傍聴者】　　　なし
	４　議　題


    　議案第１号　職員の昇任選考について

　　　議案第２号　選考により採用することができる職に係る承認について
    　議案第３号　人事委員会規則の一部改正について（警察組織関係）
    　議案第４号　人事委員会告示の一部改正について
    　議案第５号　解雇予告の除外認定について
　  　議案第６号　現業職員の一般行政職への転任の承認について
　　　議案第７号　一般任期付職員の任期の更新の承認について

　　
	５　議事の公開・非公開


　　議案第２号から第４号は公開、議案第１号及び第５号から第７号は非公開とした。
	６　議　事


　
　１　議案第１号

　　　職員の昇任選考について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

　２　議案第２号

　　　選考により採用することができる職に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定し

　　た。

【説　明】

　職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県教育委員会から以下のとおり申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。

①　申請のあった職
(１)　文化財主事

(２)　文化財主事（任期付職員）

②　採用予定者数
(１)　文化財主事：１名程度

(２)　文化財主事（任期付職員）：４名程度
③　採用予定日
平成27年９月１日

④　申請理由
埋蔵文化財の発掘調査業務については、その業務の専門性・特殊性から、高度の専門的知識・経験、職務遂行能力が求められる。

そのため、その者が業務に必要な専門的な知識・経験を有しているか、それらの知識・経験を業務に活用できるかどうかといった点に着目し、専門試験、論文試験、実技試験及び人物試験により総合的に評価する必要がある。

また、近年の業務量の増加及び任期付職員に係る選考試験への申込状況の低迷から、文化財主事の職にある職員が恒常的に不足しており、このような状況を解消する必要がある。

⑤　選定方法

　　教育委員会において採用候補者選定のための試験を実施。

(１)　試験内容

　ア　第１次試験

・専門試験：文化財主事に必要な専門的知識についての筆記試験（多肢選択式20問）

・論文試験：公務員として必要な識見、思考力、表現力などの能力についての筆記試験

・実技試験：土器の実測に関する実技試験

　　イ　第２次試験

　　　・専門試験：文化財主事に必要な専門的知識についての筆記試験（記述式３問）

・人物試験：個別面接による人物及び専門的知識についての口述試験

　(２)　受験資格

　　ア　次のいずれかに該当する人

・大学若しくは大学院で考古学若しくは歴史学を専攻して卒業（修了）した人

・大学又は大学院を卒業（修了）したのち、発掘調査員に相当する職に６か月以上従事した経験のある人（ただし、発掘調査補助員及び発掘作業員を除く。）

　　イ　文化財主事にあっては昭和54年４月２日以降に生まれた者、文化財主事（任期付職員）にあっては年齢要件なし。

⑥　人事委員会の判断
上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員
　　これは毎回募集があるが、採用できていないのか、それとも採用後に逃げられているのか。
事務局
　　前回も４名の募集に対し、１名しか採用できていない。
委　員　

　　今度も同じような状況であれば、任命権者に何かしら考えてもらいたい。
委　員

　　現在も正職員はいるのか。
事務局
　　文化財主事は40名程度はいるのではないか。教育文化財団にも出向させている。病院局へも出向と

　いう形を取るようだ。

　３　議案第３号

　　　人事委員会規則の一部改正（警察組織関係）について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　以下のとおり人事委員会規則の一部を改正しようとするもの。

①　改正する規則の名称

　　職員の職務の級の分類に関する規則（平成18年鳥取県人事委員会規則第１号）

②　改正内容

    警察本部における組織の名称変更及び警察本部の各部の主管課である警務課他４所属の所属長を公

　安職給料表８級（困難所属長）に位置付けることに伴い、職員の職務の級の分類に関する規則に定め

　る行政職給料表級別職務分類表及び公安職給料表級別職務分類表の一部を改正する。

③　施行日

    平成27年３月に予定する警察本部の定期人事異動発令日

④　その他

    警察本部から改正依頼のあった事項のうち、参事監に係るものについては、別途、管理職手当に関

　する整理を行った上で規則改正を行う。
【質　疑】

事務局

　　今回、行政職参事監に係る規則改正を行わないことについてだが、当該職の設置については組織査

　定による容認を受けているが、平成27年３月９日の定期人事異動による実員の配置はないため実質的

　な影響はない。管理職手当の区分について、警察本部と他部局とで異なる取扱いをすることについて

　整理、検討が必要である。警察本部からは、他部局と異なる取扱いにしてほしいという要望が出てい

　るが、整理、検討の上、別途相談をさせていただきたい。
委　員

　　警察から級の引上げについての要望が出されることが多いが、級別の人員配置はどこが管理してい

　るのか。組織間で、お互いどちらの判断の範疇か確認しないまま、結果的に格付けだけが上がってい

　るようなことではいけない。給料表のどの級に相当するかを決めるのはどこか。
事務局

　　職を設置することについては、知事部局の組織査定担当課が行うが、級格付けや、管理職手当の特　

　定職に該当するかどうかは、人事委員会が判断することである。
委　員

　　困難所属長に係る規則改正は、要望を受けて規則を整備するものか。
事務局　

　　実態としては、今回困難所属長に位置付ける課長の職は、課長級より上位の職である公安職総括参　

　事官による事務取扱が行われているため、給与への実質的な影響はない。規定上、課長の格付けの整

　理を行う。主管課長以外の困難所属長についての考え方は、今後検討、整理していく。

　４　議案第４号　

　　　人事委員会告示の一部改正について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　以下のとおり人事委員会告示の一部を改正しようとするもの。

①　告示の名称

　　選考により採用又は昇任させる職（平成18年鳥取県人事委員会告示第１号）

②　改正理由及び改正内容

　　薬剤師の職は、高度な国家資格を必要とする職であり受験対象者が極めて限定されているところで

　あるが、大学の薬学部が６年制となったことなどから近年の採用試験への応募状況が極めて低迷し、

　県立病院において定員に満たない状況が続いていること、病院局で勤務する薬剤師については、調剤

　業務や服薬指導等を行う個別専門性の高い業務であることなどを併せて鑑みると、必ずしも競争試験

　により採用することになじまない職となっている。

　　ついては、より柔軟で機動的な採用を行うことで人材確保を図るため、病院局で勤務する薬剤師の

　職への採用は、常に選考によることとし、また、当面は選考実施前に人事委員会の承認を求めること

　により選考方法の妥当性等を審査するため、「病院薬剤師」の職を「常に選考によるものとするが、実

　施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として定める。

③　施行期日

　　平成27年４月１日

【質　疑】

委　員

　　今後は病院薬剤師はきれいに分かれるということだな。
事務局

　　試験が分かれてからはそうであり、基本的に交流人事は行わない。

　　ただ、やむを得ない事情がある場合は別である。
委　員

　　「選考により採用又は昇任させる職」と「昇任」という文言が入っているが、過去の採用者がどち

　らの定義に該当するか分からなくなるということはないのか。
事務局

　　昇任の規定は２項で、別の規定である。
委　員

　　了解した。

　５　議案第５号　

　　　解雇予告の除外認定について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

　６　議案第６号　

　　　現業職員の一般行政職への転任の承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

　７　議案第７号　

　　　一般任期付職員の任期の更新の承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

　　　
	７　次回の人事委員会の開催


　　平成２７年３月１６日（月）午前１０時３０分から開催することとした。
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